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１. はじめに

近年、全国各地で、都市計画マスタープラン等の計画

策定過程への参画、市民を対象としたまちづくり講座、

市民主体による NPO 活動など、さまざまな活動への市
民参加が活発化している。たしかに活動自体は活発化し

てきているものの、活動の参加者には偏りが見られる。

特に、現状では青年世代の参加が少ないということが課

題として挙げられる。活動組織を担っているメンバーも

青年世代の力やアイディアを欲しているが、なかなか参

加は進んではいない。そこで、論文では、ヒアリング調

査によって、社会心理学における動機づけ理論にもとづ

き、すでに活動に参加している青年世代の参加・活動動

機を調査、分析することによって、どのようにすれば地

域社会活動に青年世代の参加を促進することができるか

について考察を行なう。

『大辞林』によると「青年」とは「14、15 歳から 24、
25 歳頃までをいうが広く 30 代をも含めていう場合もあ
る」と定義されている。町内会などの青年部では 30 歳
代までを有資格としている場合もあり、そこで本研究で

は調査対象を「14 歳～39 歳」とし、地域社会活動にす
でに参加している 9 人を対象にヒアリング調査を行った。
調査期間は 2005 年 11 月 29 日～2005 年 12 月 21 日で
ある。

２. 活動の内容と誘発要因

ヒアリングの内容を、次頁に示すデータシートに整理

し、分析を行った。活動の内容と誘発要因を以下に示す。 
●人物A

Aは、A-1とA-2の2つの活動に参加している。
○ 活動A-1 
Ａの活動は A-1 から始まった。参加の契機は、子ども
会から男女ひとりずつ代表で参加しなければならず、く 
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じ引きで選ばれたものである。活動 A-1 は、活動を通し
て、地域の子どもたちをリーダーとして育てていくこと

を目的としたものである。この活動の組織の特徴は、上

部組織と下部組織の二段階で構成されていることである。

下部組織の活動を展開することを通じて上部組織の活動

に移行する構造が存在している。A も、当初はこれとい
った動機を持って活動に参加し始めたわけではないが、

活動することによって内発的動機づけを高め、下部組織

での経験からスムーズに上部組織へと移行することがで

きている。内発的動機づけが促進された動機として、魅

力的な先輩の存在を挙げている。

○ 活動A-2 
活動 A-2の活動は、活動 A-1の活動とほぼ同じで、活
動を通じて地域の子どもたちを教育していくことを目的

としている。この活動は活動 A-1 と同じ市内に存在する
他の 3団体と共同で活動し、活動 A-1 に参加し始めると
自動的に参加をすることになっている。A は参加当初は
これといった動機を持っていたわけではないが、活動の

目的が活動 A-1 とほぼ同じであったために、抵抗なく活
動に参加できている。活動を通じることによって、「子

どもとふれあうこと」や「指導していくこと」に楽しみ

を感じるようになり、内発的動機づけを促進させている。

活動の目的と本人の目的が一致しているときには、内発

的動機づけの促進が円滑に行わるのではないかと考えら

れる。

●人物Ｂ

Bは、Ｂ-1とＢ-2の2つの活動に参加している。
○ 活動B-1 

B が活動 B-1 に参加した契機は、友人の誘いである。
Ｂによると、活動 B-1 は地域の小学生にサッカーを教え
ることを目的の重点においているとしているが、B 自身
はあまり深くかかわっておらず、どのような人が発起人

となっているかなど、詳しい情報を知ることはできなか

った。友人からの誘いに、「楽しそう」、「自分で考え

ていろいろ活動したい」という内発的な動機づけが働い

て参加を決めた。ところが実際に活動をし始めると、人

に使われることが多かったり、自分の意見や考えで活動





を行なっていけないという出来事に遭遇し、もっと積極

的に自分から活動に携わりたいという想いを抱き、活動

から脱退している。自己決定感の欠如により活動の動機

を衰退させてしまう一例と捉えることができる。

○ 活動B-2 
活動 B-2 は、野外活動を通じて青年と小学生の社会性
を養い、育成していくことを目的としている。B は、以
前活動していた活動 B-1 での経験から、何か子どもとふ
れあえるような活動をしていきたいと思っており、自分

自身でそのような活動を探し出し、この活動に参加し始

めた。活動を通じて「子どもたちが喜んでくれたこと」

のように達成感を得ることにより、これからもより活動

していきたいという想いが引き起こされている。

●人物Ｃ

人物Ｃは活動C-1に参加している。
○ 活動C-1 

C が活動 C-1 に参加した契機は、友人から誘われたこ
とである。楽器をやりたいと思っているところに、友人

の友人が活動しているという話を聞いて、つてを通じて

参加することになった。活動 C-1 は、老人ホームや障害
者施設などの福祉施設に赴き音楽療法をすることを目的

としている。C は、どこかで自分が楽器の演奏できる場
がないかと求めていたところに、知人から活動について

紹介され誘発的に参加し始めた。当初は活動組織の目的

とは異なり、「楽器演奏ができるなら」という外発的な

動機づけによって参加をしていた。しかし、活動を通じ

ることによって、「演奏による聴衆の無反応さを感じ」、

「自分が演奏して楽しむこと」から「聴衆を楽しませた

い」という意識へと変容していった。またそのためには

「どのようなことをすればよいのか」についても考える

ようになり、内発的な動機づけの促進が見られた。

●人物Ｄ

Dは活動D-1に参加している。
○ 活動D-1 
活動 D-1 は、活動を通じて地域に還元するというより
も、活動に入ってくる子どもの人間性・自主性を伸ばそ

うと教育することを目的としている。この活動は活動 A-
1 と同様、下部組織と上部組織の二段構えになっている。
D が活動をはじめることになったきっかけは、「親が勝
手に申し込み知らない間に参加することになっていた」

という半強制的なものであり、当初は活動に対する想い

も特段持ってはいなかった。しかし、「班の班長に任命

され、後輩に対していろいろ教えていく立場になった」

ことなどから当人の内発的な動機づけは促進されていっ

た。下部組織での活動で楽しみを感じたため、上部組織

で仲間とともに活動していきたいと思い、上部組織に携

わることになった。ところが仲間がみんな辞めてしまい、

知らない人ばかりのところで楽しさを見出すことができ

ずに活動をやめることになった。このことから、D にと
っては仲間と活動していきたいという想いが、活動その

ものに対する想いよりも強く働いたことが読み取れる。

●人物E

EはE-1、E-2、E-3の3つの活動に参加している。
○ 活動E-1 
活動 E-1 は、明確な目的を持った組織ではないが中心
市街地を元気にしていきたいという想いで活動している

ものである。E は当初、具体的に何かをどうしたいと思
っていた訳ではなく、活動の内容に興味を持っていたた

めに活動をしたいと思い、自分からニュースレターを見

付け、参加していった。Ｅの特徴として、このように自

分の興味のある活動に自ら積極的にかかわっていこうと

する積極性がみられた。当初は興味本位で活動に携わっ

ていたが、活動を通じて「一緒に活動する仲間に出会え、

活動できたこと」により内発的な動機が促進されている。

現在は、これからの活動のあり方についても自分なりの

ビジョンを持っている。

○ 活動E-2 
活動 E-2 は、公募で選ばれた市民同士が市の総合計画
のビジョンを話し合って決めていくことを目的としてい

る。E が活動をはじめることになったきっかけは、市の
広報で総合計画策定委員を募集しているのを見つけ、興

味があったために応募し、参加することにした。当初は

これがしたいというような想いは持ってはおらず、どち

らかというと、どのようにして総合計画を策定するのか

知りたいという外発的な想いで参加をしていた。活動に

携わっていくにつれて、面白い総合計画を作りたいと思

い、まちについて勉強した。そのことによりＥの動機は、

総合計画を策定することによる達成感やまちの変化を感

じたいという内発的なものに変容している。

○ 活動E-3 
活動 E-3 は、活動 E-2 で策定した総合計画を、策定し
ただけで終わらずにその運営を見守っていくことを目的

としている。しかし、まだ具体的にどのようなことを行

うのかは決まっていない。E がこの活動を始めたきっか
けは、総合計画策定委員を終わった後に案内の手紙が来

たことによる。その誘いに、「策定しても終わりじゃな

い」というところに共感して参加している。

●人物Ｆ

Fは活動F-1に参加している。



○ 活動F-1 
活動 F-1 は、活動 A-1 と同じ活動であり、活動を通し
て、地域の子どもたちをリーダーとして育てていくこと

を目的としたものである。F がこの活動を始めたきっか
けは、知らない間に町内会長が参加者として記入して提

出していたことである。自発的なものでなかったためか、

当初、活動に対してあまり深くは考えていなかった。し

かし活動を通じて、「イベントがうまくいかなかったこ

と」、「自分の苦手なところでは友人にはかなわなかっ

たこと」、「尊敬できる人ができたこと」の出来事から

内発的な動機が生み出されている。また、活動における

自分の役割を把握し、活動が滞りなく行えるように意識

しているところが特徴的である。

●人物G

Gは、活動G-1に参加している。
○ 活動G-1 
活動 G-1は、活動 A-1と同じ活動であり、活動を通し
て、地域の子どもたちをリーダーとして育てていくこと

を目的としたものである。G がこの活動を始めたきっか
けは、知人から活動に関する情報を受け取り、楽しそう

だから参加してみようと思ったことである。当初は漠然

と楽しみを求めていただけであったが、活動を通じるこ

とによって、自然にふれることの楽しさや活動自体の楽

しさを感じるようになっている。そしてこれらの経験を

多くの人に感じてもらいたいという想いが読み取れる。

また、F と同様に活動における自分の役割を把握し、自
分の出来ることをすることによって活動をスムーズに行

えるように意識している特徴もみることができた。

●人物Ｈ

Ｈは、活動Ｈ-1に参加している。
○ 活動Ｈ－１ 
活動 H-1も、活動 A-1と同じ活動であり、活動を通し
て、地域の子どもたちをリーダーとして育てていくこと

を目的としたものである。H がこの活動を始めたきっか
けは、推薦により勝手に入れられていたことによるもの

である。このようにＨは誘発的に活動に参加しているた

め、参加当初の想いは、「友人をつくりたい」、「楽し

みたい」といったもので、具体的に活動への想いは持っ

ていなかった。しかし活動を通じて、「イベントに失敗

したこと」、「尊敬する人ができたこと」、の出来事か

ら内発的な動機が生み出されている。

●人物I

Iは、活動 I-1に参加している。
○ 活動 I-1 
活動 I-1 は、ソフトボールを通じてまちの子どもたち

の交流を深めることを目的に行われている。Iがこの活動
を始めたきっかけは、自分の住んでいる地区のチームに

入っている友人から誘われ、参加することにしたもので

ある。参加当初は、「楽しみたい」、「真剣に試合をし

てみたい」という想いで活動に参加していた。そして

「補欠で試合に出られなかったこと」、「自分の所属し

ていたチームが強いほうであったこと」、がきっかけに

なり、より上手くなりたい、負けたくないという想いが

引き起こされている。

３. まとめ

調査結果をまとめると、今回の調査では、青年世代が

地域社会活動に携わる際の動機として、勝手に他人が参

加申し込みをした、友人の誘い、というように外発的動

機づけが多くみられた。しかし、外発的動機づけだけで

は活動の継続はむずかしいと考えられるが、活動を通じ

て内発的動機づけを獲得・促進することができることが

あきらかとなった。

調査では、内発的動機づけを促進する出来事として、

「活動をすることによって何か自分の成長につながるも

のがあると感じられること」、「活動を行うことによっ

て自分に達成感を得ることができること」、「活動をす

ることによって、自分ないしは何らかの変化を感じるこ

とができること」といった活動の達成感や、「自分にと

って尊敬できる人の存在」「過去に失敗を経験し、次に

活かすことのできる機会があること」が挙げられていた。

以上の結果より、活動に携わっている青年世代は、自

分の成長・活動の達成感・現状からの変化を期待してお

り、自分にとって尊敬できる人の存在・過去に失敗を経

験すること・活動の達成感を得る出来事・活動を通じて

楽しさを感じることができることによって内発的動機づ

けを強めていることがあきらかになった。つまりこれら

のことから、当初は外発的動機づけによって活動してい

る人や、特に何をしたいかという思いを持っていない人

に対して、を感じられるような環境やしくみを整えるこ

とによって、その人の内発的動機づけは促進されること

がいえる。

これらを通じて青年世代の地域社会活動への参加を促

進させるための条件として、以下のものが考えられる。

○ 活動当初は役割や責任を軽いものに限定し、参加する

にあたって負担を感じさせないようにすること

○ 活動したいと思わせられるように、活動のおもしろ

さ・やりがいを積極的に伝えていくこと

○ 活動を通じて何か得られるものがあること、またはや

りがいや楽しさを感じることができることを伝えてい

くこと

○比較的年齢の近い人に尊敬できる人をつくること
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